
ティーチング・ポートフォリオ
大学名︓大手前大学 所属︓国際看護学部 名前︓廣澤 有香 作成日︓2025年 11月 07日 

１．教育の責任 
多様な文化も持つ人々の背景を理解し、必要な看護を国際的視野で考えることができる人材の育成を行う。 

２．教育の理念 
日本のグローバル化に対応できる看護師を養成するために、日本で暮らす外国人の文化や社会的背景への理解を深め、適切な医

療や看護を提供できる看護師を養成している。 

国際看護学実習においては、学生が諸外国と日本の文化の違いを理解し、多様な人々への尊厳と共生につながる看護へと発展で

きるような多様な文化の中での教育と実践を展開している。 

３．教育の方法 
国際看護学実習Ⅰでは、日本で暮らす外国人の文化的背景や価値観について思考を深められるよう、地域における定住外国人

支援センターや多言語センターで生活に密着した看護現場で実習を行っている。 

国際看護学実習Ⅱでは、諸外国への災害派遣訓練や JICA や検疫所など、日本における医療や看護、感染症対策の実際と課

題について学び、を更に深める機会としている。 

国際看護学実習Ⅲでは、MOU を締結している ASEAN 諸国の大学や病院で 1 週間学び、その国の医療システムや教育、文化

がどのように看護に影響を与えているのかを実際に見学・研修し学ぶ機会としている。 

統合看護学実習では、４年間の集大成として海外の病院で患者を受け持ち、これまでに学んだ看護技術やアセスメント力を用い

て、その国の文化やその人の社会的背景に沿った看護を展開することを支援している。 

４．教育の成果 
学生は定住外国人や諸外国における医療や看護の実態と日本との相違を理解し、課題への取り組みについて考察を深め、日本の

看護に必要なことや実践できる可能性を模索している。また、MOU を締結している看護系大学の学生との交流なども活発に行い、諸

外国の現状や今後の日本の医療や看護での取り組みについても意見交換を行っている。 

５．改善への努力と今後の目標 
学生が自らの意見を臆することなく英語でプレゼンテーションできるよう、演習中は少数のグループに分けて実施できるようにしている。

今後は、臨床で使用できる英会話をアウトプットすることができるよう、より一層、学生からの発話の機会を増やすことで、スピーキング力

を促す。 
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